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24  Mar.2013社 会 情 報
2011年の12月にIWJ創立１周年を迎える
に当たって，サイトも全面リニューアルする
と共に基礎的な会費を払ってくれる基礎的な
会員によって，最低限の基盤はまかなえるよ
うな会員制システムを構築し，オープンにし
たいと思っています．その上で，なお賛同し
て下さる方とか支えて下さる市民の方がい
らっしゃったら，本当にありがたいことだな
と思っています．そこから先，もちろん我々
もスピンアウトする商品と言いますか，高い
ものではないのだけれども情報をそこそこの
お値段でどうですかと提供しようと．先ほど
情報はそのまま切り売りして商品にはなりえ
ないと言いましたが，要約したものだったら
手元に置きたいという人もいらっしゃる訳
で，そういうものを出していこうとは思って
います．
雑ぱくな話になりまして，未消化の方もい
らっしゃるかもしれませんが，既存メディア
の構造というものは，その歪みというものは
存外に根深いものです．非常に深いものがあ
ります．それに対抗するような独立した市民
に支えられるメディアというものが，果たし
て成り立ち得るか．私らのやっていることは
実験なので，どこまで出来るかどうか分かり
ませんが，試みていこうと思っています．と
いうことで，現場からリポートさせていただ
いたような格好になりましたが，私の話はこ
のぐらいにさせていただきたいと思います．
ご静聴ありがとうございました．
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